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今
国
会
で
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
改
正
案
が
審
議
対
象
と
な
り
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
本
年
四
月
二
四
日
・
二
八
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
難
民
・
入
管
問
題
に
つ
い
て
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
（
そ
れ

ぞ
れ
第
百
四
十
二
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
（
以
下
「
会
議
録
」
と
い
う
。
）
第
十
号
・
第
十
一
号
参
照
）
。 

こ
の
中
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
難
民
認
定
審
査
中
案
件
の
迅
速
処
理
等
の
注
目
す
べ
き
答
弁
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
他
方
で

難
民
認
定
や
入
管
手
続
を
巡
っ
て
は
未
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
未
解
決
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

一 

上
陸
時
の
難
民
認
定
申
請
に
つ
い
て 

1 

日
本
に
上
陸
時
に
難
民
と
し
て
の
保
護
あ
る
い
は
庇
護
希
望
し
た
者
の
取
り
扱
い 

そ
こ
で
、
現
在
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点
を
挙
げ
、
こ
れ
に
対
す
る
解
決
の
目
処
や
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

（
一
） 

パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
て
い
な
い
者
あ
る
い
は
偽
造
・
変
造
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
て
来
日
し
た
者
が
、
上
陸

時
に
難
民
と
し
て
の
保
護
な
い
し
庇
護
を
求
め
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
上
陸
拒
否
さ
れ
る
の 

か
、
仮
上
陸
さ
せ
る
の
か
、
あ
る
い
は
上
陸
許
可
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
間
の
、

具
体
的
な
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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2 

上
陸
時
の
難
民
認
定
申
請
の
具
体
的
受
付
方
法 

（
二
） 

地
方
港
な
ど
難
民
調
査
官
が
常
駐
し
て
い
な
い
場
所
で
上
陸
時
に
難
民
認
定
申
請
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

最
寄
り
の
難
民
調
査
官
が
出
張
し
て
く
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
到
着
を
待
つ
ま
で
の
申
請 

（
一
） 

上
陸
時
に
難
民
認
定
申
請
を
希
望
し
た
者
が
い
た
場
合
、
具
体
的
難
民
認
定
申
請
手
続
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
申
請
用
紙
及
び
申
請
要
項
の
備
え
付
け
場
所
は
何
処
か
、
申
請
希
望
者

が
い
た
場
合
に
は
そ
の
場
で
受
け
付
け
で
き
る
の
か
否
か
、
通
訳
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
三
） 

上
陸
拒
否
さ
れ
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
本
人
が
日
本
か
ら
の
退
去
を
望
ま
ず
、
あ
く
ま
で
も
庇
護
を
求
め
た
と
き
は
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 

（
二
） 

難
民
認
定
制
度
の
存
在
や
申
請
方
法
、
そ
し
て
六
〇
日
間
の
申
請
期
間
制
限
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
教
示
を
し

て
い
る
の
か
。
教
示
の
有
無
を
、
ま
た
、
教
示
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
示
担
当
者
、
教
示
方
法
を
、
具
体
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

二 

上
陸
防
止
施
設
に
つ
い
て 

3 
上
陸
防
止
施
設
収
容
中
の
者
の
難
民
認
定
申
請 

2 

関
西
国
際
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
、
及
び
西
日
本
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
併
設
の
二
ヶ
所
の
上
陸
防
止
施
設
に
つ
い

て
、
そ
の
正
式
名
称
を
、
及
び
警
備
業
務
の
委
託
の
有
無
を
、
委
託
し
て
い
れ
ば
具
体
的
な
委
託
先
会
社
名
を
、
そ
れ
ぞ 

1 

現
在
、
上
陸
防
止
施
設
は
、
全
国
で
四
ヶ
所
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
成
田
空
港
第
二
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
、
東
日
本

入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
併
設
（
牛
久
法
務
総
合
庁
舎
内
）
、
関
西
国
際
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
、
西
日
本
入
国
管
理
セ
ン

タ
ー
併
設
の
四
ヶ
所
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
二
） 

上
陸
防
止
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
は
、
法
律
上
は
「
上
陸
」
し
て
い
な
い
か
ら
、
上
陸
防
止
施
設
収
容
中

の
期
間
は
、
難
民
認
定
申
請
の
申
請
期
間
（
「
上
陸
の
日
か
ら
」
六
〇
日
間
以
内
）
に
算
入
さ
れ
な
い
と
い
う
理

解
で
よ
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 
上
陸
防
止
施
設
収
容
中
の
者
か
ら
難
民
認
定
申
請
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。
右
2
（
一
）
と
同
様
の
点
に
つ
き
明
ら
か
に
れ
た
い
。 

者
の
法
的
な
地
位
は
ど
う
な
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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5 

上
陸
防
止
施
設
で
の
平
均
滞
在
期
間
を
「
三
日
間
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
」
（
会
議
録
第
十
号
七
頁
一
段
目
参
照
）
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、 

4 

上
陸
防
止
施
設
の
処
遇
運
営
に
関
す
る
規
則
は
存
在
し
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
（
会
議
録
第
十
号
七
頁
二
段

目
参
照
）
が
、 

3 
上
陸
防
止
施
設
の
受
託
警
備
会
社
は
、
い
か
な
る
方
法
で
選
定
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
受
託

業
務
の
具
体
的
範
囲
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
二
） 

朝
日
新
聞
（
東
京
・
五
月
一
九
日
朝
刊
）
で
は
上
陸
防
止
施
設
に
九
ヶ
月
間
収
容
さ
れ
た
事
例
が
大
き
く
報
道 

（
一
） 

そ
の
統
計
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

（
二
） 

受
託
警
備
会
社
の
警
備
業
務
の
適
正
を
担
保
す
る
方
法
は
何
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
警
備
会
社
の

警
備
業
務
の
履
行
状
況
を
い
か
な
る
方
法
で
規
制
・
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 

過
去
に
何
ら
か
の
規
則
が
存
在
し
た
こ
と
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
規
則
制
定
の
予
定
は
な
い
の
か
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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三 

難
民
認
定
手
続
の
迅
速
化
の
問
題 

1 

法
務
大
臣
よ
り
、
現
在
難
民
認
定
申
請
中
の
「
三
百
三
十
二
名
」
に
つ
き
、
「
こ
こ
数
ヶ
月
の
間
に
、
・
・
・
一
応
の

め
ど
を
つ
け
る
ぐ
ら
い
に
・
・
・
対
処
」
す
る
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
（
会
議
録
第
十
一
号
一
四
頁
二
段
目
参

照
）
が
、 

（
一
） 

こ
の
「
三
百
三
十
二
名
」
と
い
う
の
は
、
日
本
全
国
で
、
現
在
第
一
次
申
請
中
（
不
認
定
後
の
異
議
申
し
出
分

を
除
く
）
の
人
数
と
い
う
理
解
で
正
し
い
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
四
） 

上
陸
防
止
施
設
で
こ
れ
ま
で
最
も
長
期
間
収
容
さ
れ
た
事
例
の
収
容
期
間
と
長
期
収
容
に
至
っ
た
原
因
を
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
三
） 

最
近
三
年
間
で
、
上
陸
防
止
施
設
で
の
収
容
期
間
が
一
ヶ
月
を
超
え
た
事
例
は
何
件
あ
る
の
か
。
ま
た
、
長
期

収
容
と
な
っ
た
原
因
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
案
件
を
含
め
、
最
近
だ
け
で
半
年
以
上
に
も
及
ぶ
長
期
収
容
案
件
が
三
件
あ
っ
た
と
聞
く 

が
、
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
件
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
異
常
な
ま
で
の
長
期
収
容
と
な
っ
た
理
由

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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3 

こ
れ
ま
で
長
期
間
何
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
置
か
れ
て
い
た
案
件
に
つ
い
て
、
四
月
二
四
日
・
二

八
日
の
前
記
答
弁
以
降
、
次
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
呼
び
出
し
が
突
然
な
さ
れ
て
い
る
が
、 

2 

迅
速
化
と
関
連
し
て
、
東
京
入
国
管
理
局
に
専
任
難
民
調
査
官
三
名
、
専
任
事
務
官
二
名
が
集
中
配
置
さ
れ
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
（
会
議
録
第
十
一
号
一
二
頁
三
段
目
参
照
）
が
、 

（
二
） 

東
京
入
国
管
理
局
で
は
、
現
在
、
臨
時
に
他
部
署
か
ら
の
応
援
要
員
も
得
て
難
民
調
査
に
従
事
さ
せ
て
い
る
と

聞
く
が
、
事
実
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
応
援
要
員
は
難
民
認
定
手
続
や
難
民
関
連
法
規
（
国
内

法
・
国
際
法
）
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
経
験
・
知
識
を
有
し
、
教
育
を
受
け
た
者
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 

東
京
入
国
管
理
局
に
は
現
在
難
民
調
査
に
従
事
し
て
い
る
職
員
は
何
人
い
る
か
。
第
一
庁
舎
、
第
二
庁
舎
の
配

置
の
別
及
び
地
位
（
専
任
難
民
調
査
官
、
兼
任
難
民
調
査
官
等
）
の
内
訳
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
三
） 

こ
の
「
数
ヶ
月
の
間
に
め
ど
を
つ
け
る
」
と
い
う
の
は
、
数
ヶ
月
中
に
右
の
三
百
三
十
二
件
の
大
部
分
に
つ
き

難
民
認
定
め
る
い
は
不
認
定
の
処
分
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
具
体
的
に

ど
う
い
う
意
味
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
二
） 

右
（
一
）
の
と
お
り
だ
と
す
る
と
、
異
議
申
し
出
中
の
者
の
人
数
は
現
在
何
人
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

四 

難
民
認
定
数
の
絶
対
的
な
少
な
さ
の
問
題 

1 

認
定
数
の
絶
対
数
の
少
な
さ
に
批
判
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
法
務
大
臣
の
答
弁
で
は
「
・
・
・
そ
う
い
う
よ
う
な

中
で
認
定
で
き
る
人
は
認
定
す
る
と
い
う
ふ
う
な
形
で
や
ろ
う
と
・
・
・
法
務
省
と
し
て
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
」
（
会

議
録
第
十
一
号
一
四
頁
二
段
目
参
照
）
と
い
う
が
、 

（
二
） 

難
民
認
定
基
準
を
緩
和
す
る
場
合
、
従
来
か
ら
懸
案
事
項
と
さ
れ
て
い
る
申
請
期
間
制
限
規
定
（
「
六
〇
日
要

件
」
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
解
釈
適
用
を
緩
和
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 

こ
れ
は
、
難
民
認
定
基
準
を
従
来
よ
り
も
緩
和
し
て
認
定
数
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
意
味
し
て
い
る
の

か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
方
針
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

（
二
） 
申
請
者
に
対
し
、
十
分
な
説
明
・
準
備
・
証
拠
提
出
の
機
会
を
保
障
す
る
方
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
と
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 

単
に
機
械
的
に
供
述
調
書
を
作
成
し
て
、
次
々
と
不
認
定
処
分
に
す
る
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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2 

六
〇
日
要
件
に
つ
い
て 

（
三
） 

右
（
一
）
の
考
え
方
に
従
う
と
、
「
六
〇
日
間
」
を
徒
過
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
な
い

限
り
は
、
実
質
的
難
民
該
当
性
（
迫
害
の
危
険
性
）
が
い
か
に
大
き
く
て
も
形
式
要
件
の
み
で
不
認
定
処
分
と 

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
難
民
条
約
上
の
「
難
民
」
に
は
該
当
す
る
が
、
日
本
で
は
「
難
民
」
と
し
て
認
定 

（
二
） 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
第
三
十
回
期
結
論
（conclusion

）
で
「
・
・
・
形
式 

的
要
件
を
充
た
さ
な
い
場
合
も
、
そ
の
者
の
難
民
申
請
自
体
を
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
扱
い
は
す
る
べ
き
で

は
な
い
」
（
会
議
録
第
十
号
八
頁
二
～
三
段
目
参
照
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
結
論
が
採
択
さ
れ
た
際 

に
、
日
本
は
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
か
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
採
決
に
際
し
、
賛
否
い
ず
れ
の
立
場
を

と
っ
た
の
か
及
び
留
保
を
付
し
た
か
否
か
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 

六
〇
日
要
件
の
例
外
規
定
で
あ
る
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
は
、
あ
く
ま
で
も
、
「
六
〇
日
間
」
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
こ
と
自
体
に
つ
い
て
の
や
む
を
得
な
い
事
情
の
み
が
対
象
と
さ
れ
、
迫
害
の
危
険
性
の
大
き
さ
は
関
係
が

な
い
と
い
う
の
が
従
来
法
務
大
臣
が
行
政
訴
訟
で
主
張
し
て
き
た
立
場
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
に
変
更
は
な
い

か
（
会
議
録
第
十
号
七
頁
四
段
目
、
同
八
頁
一
～
三
段
目
参
照
）
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

五 

難
民
申
請
中
の
者
の
地
位
・
処
遇 

2 

右
1
に
関
連
し
て
、
在
留
資
格
の
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
籍
の
難
民
認
定
申
請
者
が
就
労
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
き
、

東
京
入
国
管
理
局
が
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
就
労
を
認
め
る
回
答
を
し
た
事
例
が
あ
る
が
、
認
識
し
て
い
る 

1 

在
宅
で
、
在
留
資
格
の
な
い
状
態
で
申
請
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
審
査
期
間
中
も
在
留
資
格
や
生
活
保
障
の

な
い
状
態
で
の
長
期
間
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
例
が
多
い
。
諸
外
国
で
は
審
査
期
間
中
の
暫
定
的
在
留
資
格
の
付

与
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
審
査
中
の
申
請
者
の
生
活
保
障
に
つ
き
今
後
具
体
的
に
い
か
な
る
対

処
を
す
る
の
か
、
ま
た
、
暫
定
的
な
在
留
資
格
を
付
与
す
る
計
画
は
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
五
） 

右
（
四
）
の
者
に
対
し
て
、
難
民
条
約
上
で
締
約
国
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
「
難
民
」
へ
の
便
宜
供
与
（
第
二 

章
～
第
五
章
）
は
、
い
か
な
る
方
法
で
履
行
さ
れ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
四
） 

右
（
三
）
の
よ
う
に
条
約
「
難
民
」
で
あ
り
な
が
ら
日
本
で
六
〇
日
要
件
に
よ
り
不
認
定
に
な
っ
た
者
に
つ
い

て
、
条
約
上
の
不
送
還
（
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
）
の
原
則
（
難
民
条
約
三
三
条
）
は
適
用
さ
れ
る
か
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

さ
れ
な
い
者
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
で
良
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
一 

 



 

4 

昨
年
、
ト
ル
コ
国
籍
ク
ル
ド
人
が
難
民
認
定
申
請
中
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
入
国
管
理
局
に
収
容
さ
れ
た

事
例
が
あ
る
が
、 

3 

ア
ジ
ア
教
育
福
祉
財
団
に
よ
る
難
民
生
活
援
助
切
り
下
げ
に
伴
い
、
こ
れ
に
代
わ
る
何
ら
か
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
予

定
は
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
三
） 

政
府
委
員
の
答
弁
で
「
収
容
す
る
か
ど
う
か
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
」
と
あ
る
の
は
、
在
留
資
格
の
な
い

難
民
認
定
申
請
者
に
つ
い
て
、
「
収
容
を
原
則
と
し
な
い
も
の
」
と
確
認
し
て
よ
い
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
今
後
、
「
か
な
り
濫
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
」
に
な
い
申
請
者
に
つ
い
て
は
、 

（
二
） 

右
（
一
）
に
関
連
し
て
、
民
族
に
よ
っ
て
濫
用
者
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
、
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

（
一
） 

こ
れ
は
入
管
が
「
濫
用
」
事
例
と
認
め
た
か
ら
収
容
し
た
も
の
な
の
か
（
会
議
録
第
十
号
九
頁
三
段
目
参 

照
）
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

か
。
ま
た
、
電
話
で
は
な
く
、
事
前
に
書
面
を
も
っ
て
同
趣
旨
を
入
国
管
理
局
が
表
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
の 

か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

原
則
と
し
て
在
宅
で
調
査
す
る
も
の
と
確
認
し
て
よ
い
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
四
） 

収
容
の
前
提
と
し
て
の
、
「
か
な
り
濫
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
」
の
有
無
は
、
ど
の

機
関
・
部
署
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

難
民
認
定
さ
れ
た
者
の
地
位
・
処
遇 

1 

難
民
認
定
さ
れ
た
者
に
対
し
、
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
施
設
で
日
本
語
教
育
を
始
め
と
す
る
自
立
援
助
等
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
具
体
的
な
対
応
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

他
の
欧
米
諸
国
等
で
は
、
認
定
後
の
難
民
に
対
し
て
い
か
な
る
処
遇
を
行
っ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
特
に
自
立
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
検
討
・
調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


